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Standard Skills Inventory 
for ITSS

SSI-ITSSの活用方法
～戦略スキル管理ツール SSI-ITSSの仕組みと使い方～

スキル標準ユーザー協会
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SSI-ITSSとは
●SSI-ITSSとは

「SSI-ITSS」はNPO法人 スキル標準ユーザー協会が開発した「ITスキル標準」完全対応の、
企業およびIT技術者の為のスキルマネジメントツールです。

●SSI-ITSSは、オンデマンドアプリケーションです
・ITSSに沿ったスキル定義を持つ
・ITSSにはない業界、業務、要素技術、個別技術などのスキル定義を持つ
・上記2種類のスキル定義は、スキル標準ユーザー協会(スキルコンテンツ作成委員会など）が
メンテナンスしていく
・ユーザーのビジネス形態から、必要なスキルを上記２種類の定義から選択する機能を持つ
・ユーザーのビジネス形態から、上記２種類の定義に不足しているものを追加する機能を持つ
・人材育成の継続性を考慮し、スキル定義項目に対して個々のスキルデータを蓄積していく、
インベントリー型のシステムとする
・ITSSのキャリアフレームワークにスキルデータをマッピングして可視化する機能を持つ
・企業独自のキャリアフレームワークを複数個作成する機能を持つ
・独自キャリアフレームワークにスキル条件を設定する機能を持つ
・独自キャリアフレームワークにスキルデータをマッピングして可視化する機能を持つ
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SSI-ITSSのコンセプト
目標人材像 を設定し、

自社独自のスキル指標を構築・運用 することを想定したツール。

ITITスキル標準スキル標準V2.0V2.0に対応したに対応した
スキル管理システムスキル管理システム

スキル管理システム
ITSSスキル定義とレベル判定機能を
デフォルト搭載

自社独自の目標人材像とフレームワークを
構築・運用。自社独自の目自社独自の目

標人材像標人材像
構築・運用構築・運用

SSISSI--ITSSITSS
(Standard Skills Inventory for ITSS)(Standard Skills Inventory for ITSS)

現在では、ITSS V2 2006 にも準拠

UISSについてもオプションにて提供
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SSI-ITSS活用のメリット

PlanPlan

DoDoAction Action 

SSI-ITSSの活用メリットSSISSI--ITSSITSSの活用メリットの活用メリット
• 事業戦略に即した育成計画
• 適材適所のアサインが可能
• 自分の目指すキャリアを明確化

• 社員のスキル実態を把握したい
• 社内の補修スキルを把握したい
• 企業戦略に基づきIT人材の育成を進めたい
• 適正な人材調達を行いたい
• 社員のキャリアプランを明確にしたい

経営層経営層

上司・上長上司・上長 一般社員一般社員

評価評価
現状のレビュー現状のレビュー

CheckCheck

育成育成
研修・研修・OJTOJT

育成計画立案育成計画立案

このような場合にご検討くださいこのような場合にご検討ください

目標設定目標設定

SSI-ITSSは、プロセス品質の向上、業務改善に広く取り入れられているPDCAサイクルを
ベースに利用していただくことで、継続的な企業人材の育成に活用できます。

●スキルインベントリシステム（スキル棚卸システム）
・登録したスキルはインベントリ情報として蓄積されるため
いつでも参照が可能。
・社員のスキル情報はインベントリ情報として蓄積されるため
部署、企業全体における保有状況等をいつでも把握が可能。
・履歴機能により過去のスキルと現在のスキルの対比が可能。

●提供形態がASP
・システム開発の為のコストがかからない。
・制度変更、ITSSのバージョンアップなどでシステムの変更
コストがかからない。
・自社でサーバやシステム運用の必要がない。
・専用データセンターにて運用するためセキュリティ管理も万全。
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Skills Inventory
スキルデータ蓄積

ITSS・フレームワークViewカスタム・フレームワークView

[ITSSベース]
レベル認定条件を経由し、
フレームワークにマッピング

[各社オリジナル]
レベル認定条件を経由し、
フレームワークにマッピング

IT技術者

「スキル定義(～できる）」に対して、エンジニアがスキルを棚卸しします

取得資格業務知識 要素技術 遂行能力業界知識
合計2500項目の
「スキル定義」を
活用して、スキルを
インベントリします。

スキル標準ユーザー協会のツール「SSI-ITSS」の仕組み図

SSI-ITSSの仕組み
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SSI-ITSSの概要
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スキルの棚卸しからレベル判定までの流れ
チェック形式による
スキルの棚卸し

個人View

レベル判定条件

企業全体View

スキルデータ

スキル標準ユーザー協会にてレ
ベル判定条件があらかじめ設定
されています。

■ITスペシャリスト

・データベース Lv3

・ネットワーク Lv2

■アプリケーションスペシャリスト

・業務システム Lv3

色の濃さにより分布
人数を可視化

ITエンジニア

企業として、

自社または特定部門で見た場合、
特定スキルを持つ人材が何人いるのか？
レベル分布はどうなっているのか、
といった統計情報を参照できます。

ITエンジニア個人として、

自らのITエンジニアとしてのレベルは
どれくらいなのか？
自らのキャリアアップのために、
どのスキルが足りていないのか、といった
情報を参照できます。
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スキルを入力する

ITスキル標準のスキル領域を現場に使いやすいスキル
の内容にブレイクダウンして提供

項目をクリックするとクリックしたスキル領域に該当す
るスキル項目が表示されます。
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5段階のランク申告によるスキルの入力

5段階のレベル申告

0：知識なし
1：経験はないが、知識はある
2：他社の指導や指示に従い、
経験したことがある

3：単独で実施できる
4：他社の育成・指導ができる
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製品・詳細スキルの入力

スキルに対応する製品毎のスキルや、
さらに、詳細な技術スキルについて
の習得情報も入力できる
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現在のスキルレベルを可視化する

企業画面個人画面

自分のスキルを表示 レベル判定された人数
に応じた色分けにより
組織内のスキル保有状況
を表示
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目標と現在のGAPを可視化する

目標設定
ITアーキテクトのLevel4を目指したい。

↓
ITアーキテクトのLevel4をクリック

習得・達成状況を色分けして表示
緑字：習得済スキル
赤字：未修得スキル
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スキルと実践･トレーニングの紐付け

スキルに対応する、セミナー
情報を表示します。

スキル標準ユーザー協会の「教育ガイド」よ
り
選択したスキルに該当する、登録された
セミナー情報を検索し表示します。
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スキル保有者をみる

照会する職種・分野、レベルを
クリックします。

スキル保有者が表示されます。

さらに保有者をクリックすると該当者
のスキル情報を参照することができ
ます。
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スキルの統計情報を見る

習得状況を各ランクの登録
人数と色分けして表示

選択されたスキルに対する、
利用者の構成情報を参照
できます。
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【Do：能力開発】【Check：評価】

【Plan（Action）：目標の設定】

Ａction Plan

ＤoＣheck

いまは、アプリケーション
開発をしているけど、将
来はITアーキテクトになり
たいな。

いまは、アプリケーション
開発をしているけど、将
来はITアーキテクトになり
たいな。

３年後にはXXさんみた
いな仕事をしていたい。

３年後にはXXさんみた
いな仕事をしていたい。

ITアーキテクトになるには
、設計技法のスキル
「○○･･･ができる」が
一人でできるようになら
ないとね。
それとコミュニケーション
のスキル
「△△･･･ができる」も
スキルアップしようね。

ITアーキテクトになるには
、設計技法のスキル
「○○･･･ができる」が
一人でできるようになら
ないとね。
それとコミュニケーション
のスキル
「△△･･･ができる」も
スキルアップしようね。上司部下

スキル詳細
「○○…ができる」
「△△・・ができる」

：

上司

部下

上司

部下

プロジェクトに配属してて
実践でトレーニングも行お
う。

プロジェクトに配属してて
実践でトレーニングも行お
う。

よし、設計技法の
スキルが身についたね。

よし、設計技法の
スキルが身についたね。

SSI-ITSSを使用した育成プロセス

はじめは、先輩の指導を受
け対応しました、今では、一
部分ですが仕事を任される
ようになりました。

はじめは、先輩の指導を受
け対応しました、今では、一
部分ですが仕事を任される
ようになりました。

まずは、設計技法の習得を目指
します。そして、実践を通して
スキルを身に付けます。

まずは、設計技法の習得を目指
します。そして、実践を通して
スキルを身に付けます。
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その他の機能のご紹介（一般ユーザー機能）
習得スキルの登録
スキル分類別に約2500項目のスキルから習得レベルに応じて登録する事が出来ます。
習得レベルが上がった場合には更新する事が出来ます。

職種を指定したスキルの登録
ITSSフレームワークの職種、専門分野を指定してスキルの登録をする事が出来ます。
指定した職種、専門分野に定義されているスキルのみ表示されるので登録時間を短縮できます。

業務経歴の登録
過去の業務経験を登録出来ます。（追加、更新が可能です）

プロジェクト経歴の登録
過去のプロジェクト経験を、規模、役割、登録出来ます。（追加、上書きが可能です）

セミナー受講経歴の登録
過去に受講したセミナーの登録が出来ます。（追加、上書きが可能です）

目標キャリアパス設定
企業内で設定したキャリアパスを設定、フレームワークに表示できます。

上位レベル認定条件の確認
現在レベルから上位レベルに認定される為に必要なスキルと習得レベルを確認できます。

個人パスワードの変更
ログインパスワードの変更が可能です。（半角英数4～10文字）
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その他の機能のご紹介（マネージャー機能）
スキル統計の閲覧
約2500項目のスキル項目のレベル別に統計を確認できます。
習得レベル別に該当者検索も可能です。

個人スキルチェック
名前や社員番号で社員の検索をして、習得しているスキルを閲覧確認、レベル修正ができます。
レベル修正したスキルは赤く表示されフラグが立ちます。（ユーザー画面でも確認できます）

超絞込検索
習得スキル、プロジェクト経歴、ITSSレベルなどの条件から該当者を検索できます。

個人入力内容閲覧
名前や社員番号で社員の検索をして、習得しているスキルやプロジェクト経歴、フレームワーク、
プロフィールなどが閲覧できます。

ITSSフレームワーク閲覧
部門内（閲覧権限範囲）のフレームワーク統計が閲覧できます。
各職種の各レベルをクリックすると該当ユーザーの名前が表示されます。
（名前をクリックすると更に個人情報が表示されます）

個人目標設定
部下の目標とするITSSレベルを設定できます。設定したレベルにフラグが立ちます。

ITSS個人レベル設定
部下のITSSレベルを修正する事ができます。（レベルを下げることは出来ません）

SURVEY提出状況閲覧
部下のスキル登録進捗や完了状況を確認する事ができます（管理画面で事前に期間の登録が必要です）
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その他の機能のご紹介（管理者機能）
「マネージャー用」と同等の機能が利用可能
マネージャー用機能については前ページ参照。

レベル認定条件の編集
カスタムフレームワーク構築の際に、各職種・レベルの認定条件が追加・編集できます。
※ITSSフレームワークは編集できません。

各種設定機能
以下の各設定を行えます。

・組織の追加・編集
・カラムの追加・編集（初期で用意されていない個人データ項目を追加する機能です。年齢や内線など）
・ユーザーの追加、編集、ログイン権限設定
・個人パスワードの再発行
・フレームワークの新規構築、編集
・各種スキルの追加、編集
・レベル認定条件の追加、編集

目標キャリアパス登録
企業、もしくは部門内でのキャリアパスを登録します。
※ここでキャリアパスを登録しないと各ユーザーのキャリアパス設定が出来ません。

SURVEY管理設定
サーベイ提出状況を閲覧する為の期間をここで設定します。
※この設定を行わないと前ページの「SURVEY提出状況閲覧」ができません。


